
日本醇非母語話者に見られる ｢ら抜きことば｣の使用状況

-｢共同研究の報告-

ダニエル･ロング(文責)､梁井久江､橋本直幸､朴良順､

合津美穂､宮田剛章､金秀容､裾秋玉､関谷麻里絵

外国人学習者におけるら抜きことばの使用状況を調べるため､2002年度の東京都立

大学の大学院ゼミでアンケート調査を実施し､共同研究を行った｡以下はその結果の

概要である｡

話者の属性､経験などに関するフェースシート項目は次の通りである｡性別､年齢､

国籍､滞日年数､現在の居住地､日本での居住歴､職業､母語､日本語学習歴､使用

した教科書､日本語を学び始めた動機､家庭内の使用言語､職場･学校の使用言語､

日本語で静す機会の頻度､よく接する日本人､日本語能力試験のレベル,.インフォー

マントの母語は次の通りであった (括弧の中は人数)｡韓国語(48)､中国語 (北京語)

(21)､複数の中国方言(3)､モンゴ/噸 )､ミャンマー盲執2)､英和 )､関南EE(2)､タイ

語P)､フランス語(1)､広東語(1)､インドネシア諸語(1)､その他(I).

ら抜きことばに対する意織を対になっている評価語で尋ねた｡結果は表1の通りで

あった｡(左の語は1､どちらでもないは2､右の語は3として平均値を算出した｡)

表1 ｢ら抜きことば｣に対する意織

評価語の対

良い-｢悪い

標準語一標準語ではない

明るし一一暗い

正しV一一間違った

上品⊥下品

固l-や わらかい

形式ぼった.一一形式ぼらない

活発な一括発でない

早V一一遅い

ふつう-ふつうではない

分かりやすし-づ)かりにくい

-63-

平均値

1.83

2.26

1.58

2.14

2.15

2.58

2.40

1.43

1.36

1.66

1.77



新しV一一古い 1.44

好き一嫌い 1.80

丁寧⊥乱暴 2.09

ら抜きの使用状況に関する24項目､およびその結果は表2に示したO

表2 非母語話者のラ抜き使用率 (86人分のデータ)

項
目
番
号

1. 着られる

2. 寝られる

3. 来られる

4. 起きられる

5. 食べられる

6. 覚えられる

7. 着られない

8. 寝られない

9. 来られない

10. 起きられない

ll. 食べられない

12. 覚えられない

13. 着られます

14. 寝られます

15. 来られます

16. 起きられます

17. 食べられます

lS. 覚えられます

19. 着られません

20. 寝られません

21. 来られません

22. 起きられません

語 語 止
pF) PR R

要 覧 否

i段 l 肯定

e段 l 肯定

来 l 肯定

i段 2 肯定

e段 2 肯定

e段 3 肯定

i段 1否定

e段 l否定

来 l否定

i段 2 否定

e段 2 否定

e段 3 否定

i段 l 肯定

e段 l 肯定

来 1 肯定

i段 2 肯定

e段 2 肯定

e段 3 肯定

i段 1否定

e段 1否定

来 1否定

i段 2 否定
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平均値※

ら

抜き使用者の%
ら

抜き使
用者人数

ス
タ
イ
ル

曹通体 I761

普通体 51

普通体 49

普通体 45

普通体 55

普通体 19

普通体 50

普通体 53

普通体 46

普通体 39

普通体 51

普通体 9

丁寧体 38

丁寧体 44

丁寧体 32

丁寧体 32

丁寧体 41

丁寧体 II

丁寧体 34

丁寧体 36

丁寧体 31

丁寧体 30

2.52

59 2.97

57 3.01

52 3.22

64 2.88

22 4.37

5$ 3.05

62 3.06

54 3.20

45 3.52

59 3.20

11 4.73

44 3.47

51 3,20

37 3.67

37 3.73

48 3.55

I3 4.59

40 3.74

42 3.63

36 3.76

35 3.92

標
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23. 食べられません e段 2 否定 丁寧体 37 43 3.70 1.681

24. 覚えられません e段 3 否定 丁寧体 10 12 4.69 .997

(※ 平均値の計算に次の値を使った｡l=ら抜きのみ､2=ら抜き優先の併用,3=同じ

併用4コ保守形優先の併用,5-保守形のみ)

これまでの日本人ネ-テイブを対象にした研究では､｢ら抜きことば｣の使用を左右す

る言語内的要因 (語幹の長さ､イ･エ段披続および ｢来る｣､肯定･否定､普通体･丁

寧体)の重要性が指摘さていた｡今回の非母語話者を対象とした我々の研究でもこう

した要因に注目した｡次の表3-1-3-3で､様々の要因による結果の違いを示し

た｡

表3-1 ｢ら抜きことば｣の使用率と言語内的要因

｢ラ抜きことば｣ 語幹1拍 語幹2相 語幹3拍

使用率 (12項目平均) (8項目平均) (4項目平均)

着る 起きる

寝る 食べる

来る

50.8 47.9

覚える

14.2

表3-2

肯定形 (12項目平均) 否定形 (12項目平均)

46.3 41.3

表3-3

普通体 (12項目平均) 丁寧体 (12項目平均)

51.0 36.5

00

4

00

47
.
仙

45
.

以下で､言語内的要因によるいくつかの主要な対立に注文し､その今回のデータに

おける有意差検定 (t検定)を行った｡ 結果は次の表4に示した (ら抜きになりやす
い方を網掛けになっている)｡
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表4 ｢ら抜きことば｣の使用を左右する言語内的要因による有意差

対立 比較される項目名

麺垂 ･エ段 着られる･寝られる

琵昏 ･来る 着られる･来られる

エ段 ･来る 寝られる･来られる

イ段 ･エ段 起きられる･食べられる

イ段 ･エ段 着られない ･寝られない

イ段 ･来る 着られない ･来られない

エ段 ･来る 寝られない･来られない

イ段 ･エ段 着られます ･寝られます

イ段 ･来る 着られます ･来られます

嚢垂 ･来る 寝られます ･来られます

イ段 ･エ段 着られません･寝られません

イ段 ･来る 着られません･来られません

エ段 ･来る 寝られません･来られません

窪頚･2泊 着られる･起きられる
1拍･2泊 寝られる･食べられる

鞠 ･3拍 食べられる･覚えられる
端 ･3拍 寝られる･覚えられる

韓 ･2泊 着られない ･起きられない
1拍･2泊 寝られない･食べられない

踊 ･3拍 食べられない･覚えられない
嶺 ･3拍 寝られない･覚えられない

1拍･2泊 着られます ･起きられます

短頭･2泊 寝られます ･食べられます
警萄･3拍 食べられます ･覚えられます
蓮萄･3拍 寝られます ･覚えられます

頭覇･3拍 寝られません･覚えられません

鎗･否 着られる･着られない

静･否 寝られます ･寝られません
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t値 有意確率

-2.650

12.687 窪藤
一.244 .808

1.672 .098

-.051 .959

-.740 .461

-.656 .513

1.518 .133
-1.016 .313
-2.946

.529 .598

-.055 .956

-.794 .429

-3.215

.419

J.602

J.247

-1.972

-.723

-7.635

-7.73I

-1.172

-1.977

-5.98I

J.904

-5.519
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q
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肯 ･否 食べられる･食べられない -1.564

肯 ･否 来られる･来られない -1.145

肯 ･否 来られます ･来られません -.471

肯 ･否 食べられます･食べられません 一.930

肯 ･否 着られます ･着られません

肯 ･否 寝られる･寝られない

普 ･丁 来られる･来られます

曹 ･丁 来られない ･来られません

牽 ･丁 着られる･着られます

曹 ･丁 着られない ･着られません

普 ･丁 寝られる･寝られます

曹 ･丁 寝られない ･寝られません

藩 ･丁 食べられる･食べられます

-1.597

-.436

ー3.050

-2.741

4.739

-3.409

-1.134

-2.615

-3.024

替 ･丁 食べられない･食べられません -2.706
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